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2014A 期 採択長期利用課題の中間評価について

公益財団法人高輝度光科学研究センター
利用推進部

　第54回 SPring-8利用研究課題審査委員会長期利
用分科会（平成27年10月）において、2014A 期
に採択された1件の長期利用課題の中間評価が行わ
れました。
　長期利用課題の中間評価は、実験開始から1年半
が経過した課題の実験責任者が成果報告を行い、長
期利用分科会が、対象課題の3年目の実験を実施す
るかどうかの判断を行うものです。以下に対象課題
の評価結果および評価コメントを示します。

課題名
グリーンナノエレクトロニクスのため
の材料・プロセスインテグレーション　
～超低消費電力次世代トランジスタ
開発～

実験責任者（所属） 宮崎 誠一（名古屋大学）
採択時の課題番号 2014A0109
利用ビームライン BL47XU
評価結果 3年目を実施する

［評価コメント］
　本課題は、Ge、GeSn 系光電融合デバイスの実現
に向けて構造制御と界面制御に注目して材料技術と
プロセスインテグレーション技術の開発指針確立を目
指している。この目的を達成するためには、半導体／
ゲート絶縁膜界面制御、半導体／電極金属界面制御、
半導体内のドーパントの化学状態制御、格子歪による
半導体のバンド構造制御、等々多面的な技術開発と
評価方法の確立が必要である。本課題の実施におい
ては、それぞれの対象分野を担当する研究グループが
連携しつつ、BL47XU に構築された微小領域の硬 X
線光電子分光をもちいて、微細な構造を有する界面の
化学状態評価を非破壊で行う手法を確立して着実に
成果を挙げている。更に、当初の計画になかった高
移動度二次元層状結晶の創成とその電子状態評価に
着手するなど、成果創出に向けた取り組みを行ってい
る。以上のように、当初の計画どおり、もしくはそれ
以上の成果創出が期待されるため、3年目の実施を推

奨する。
　新規テーマに着手するなどの意欲的な姿勢は評価に
値するが、2014年度は当初計画を大幅に超えたビー
ムタイムを使用している。実験を通じて得られた成果
の中には、微小領域観察ではあるものの、埋もれた界
面の評価という硬 X 線光電子分光の最大の特徴が十
分に活用されていない例もあるため、最終年度は微小
領域の硬 X 線光電子分光の特徴が活かされる対象に
絞って実施していただきたい。

［成果リスト］
（査読付き論文）
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